







































1 　Aimables ermites de notre temps: récits composés par Sairo 西鷺軒, alias Kyōsen 橋泉, et préfacés par Ihara 


























































時代の同じ系統の著作として、『西鶴諸国ばなし』（1685, 1 ）、『本朝隠逸伝』（1686, 11）、 






5 　例えば、潁原退蔵、暉峻康隆、野間光辰編『定本西鶴全集』第14巻、中央公論社、1953年、野間光辰の解説 7 ―
9 頁、野間光辰『西鶴新新攷』、岩波書店、1981年、363―408頁「近代艶隠者の考察」を参照。













































11　『近代艶隠者』巻 5 の 4 「鞆の兄弟」に、野末の寂然たる寺に至ったことが記され、寺の名を問うとむかし平氏
の派流小松三位の建てた寺であると言う、との箇所があるが、小松寺は安国寺の塔頭であった。安国寺は心地覚
心（1207―1298）の開山であり、巻 5 の 4 の、寺の由来を聞いて「本覚の心主を清むるやらん」という箇所は、
『元亨釈書』（大菴呑碩 写、永禄元年［1558］）巻 6 の覚心のことが念頭にあったものとみられる。『本朝神社考』
との関連についていえば、巻 4 の 3 「富士郡の賢濃」における富士山の描写の「峯は白雲をかづひて」といった
表現は、『本朝神社考』中巻の富士山の項（改造文庫本、昭和17年［1942］、220頁）にある「此の山高きこと雲
表を極めて幾丈と云ふことを知らず」という表現を参考にしているようにみえる。
12　Traduction Max Kaltenmark, Le Lie-sien tchouan, （Biographies légendaires des Immortels taoïstes de 
l'antiquité）, Université de Paris, Publications du Centre d'études sinologiques de Pékin, Pékin, 1953.














































































































































































































蔵、暉峻康隆、野間光辰編『定本西鶴全集』第 1 巻、中央公論社、1972年 7 版、28頁。





















































































































































34　田中巳榮子は「艶し」の西鶴の用例として、「顔うるはしく生れつき艶しきを」（『好色一代男』巻 4 の 5 「昼の
つり狐」）といった女性の姿・容貌が美しい女性を描く場面での用例、「みづから賤しきかたちながらそれぞれの
勤もあれは傾城屋に身を売事はとふにそ。心ざし艶しくいづれの道にも親達のためなればとて」（『本朝二十不

























































































































































































光辰の解説 8 ― 9 頁、および上掲『西鶴新新攷』、368頁参照。
（ 218 ）
324
から離れられなかった西鶴に世界の広さを具体的に知らせていましたので、師の西鶴は著
作三昧に入って出版物を多数出せました。人間の本質を追求できて、その姿の多様性をあ
らわにしたのが西鶴の著作集です。町人、士農工商にわたった目だけでなく、世間から外
れている遊民の人物達についても、町人の社会にしかありえなかった新しいタイプの隠遁
者の生活の仕方と思想を描写することに成功しました。西鶴は最初の著作で『源氏物語』
を意識して町人の世界に当てはめた人間感情を描写しましたが、その思想背景は師を崇拝
していた弟子が書いた『近代艶隠者』によって明確になっています。それと同時に、当時
の社会を思想的にも歴史的にも照らしてくれます。
　本書は、当時の社会生活、経済的生活を知る上で貴重な歴史的な書物であり、思想的に
は、道教、仏教、儒教の哲学を多く取り入れ、思想的、歴史的な価値が高く、西鶴の小
説、詩的世界、思想的世界を理解するためには非常に重要な著作といえます。
　（本稿は、2017年12月16日開催された、東洋大学東洋学研究所の、井上円了記念研究助
成・大型研究特別支援助成による研究「日本文化の背景となる仏教文化の研究」の公開講
演会の講演原稿をあらためたものである。）
キーワード：『近代艶隠者』、井原西鶴、西鷺軒橋泉、隠遁、「やさ」
（ 217 ）
